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【研究の背景・目的】 
糖鎖は自然免疫と獲得免疫の両方において、自己

と非自己の認識の鍵物質として機能している。我々
は、細菌由来自然免疫刺激糖鎖の構造と合成研究を
行い、合成糖鎖を用いて糖鎖による免疫活性化と炎
症惹起機構を明らかにしてきた。本研究では、化学的
手法と生物学的手法を統合した合成生物学手法によ
り、新たな糖鎖認識分子を明らかにし、炎症や免疫応
答における糖鎖の新機能を解明する。さらに基礎研
究の成果をワクチン開発やがん免疫療法、さらにα
線核医学治療などの放射線療法と併用したがんや免
疫疾患の治療法を開発することを目的とする。 

 
【研究の方法】 

糖鎖は構造上の多様性や不均一性を特徴とし、し
ばしば複数の活性ユニットを含むため、分子レベル
で構造に基づいた生物機能解析は容易ではない。 

本研究は、均一な糖鎖を化学合成し、それらを生物
活性試験に供することにより、認識に関与する糖鎖
構造（活性ユニット）を明らかにし、さらには糖鎖認
識タンパク質との相互作用解析を行うという戦略と、
活性ユニットを複合化した再構築モデルを用いるこ
とで、細菌由来複合糖質ならびに自己由来糖鎖につ
いて、免疫機能を解析するとともに、糖鎖を利用した
免疫制御法の開発を目指す。 
糖タンパク質糖鎖については、その効率的化学合

成法を検討して、種々の糖鎖ライブラリーを構築
し、それらを用いたか化学的手法と合成糖鎖を導入
した生細胞を用いる合成生物学手法により、コアフ
コース認識分子の探索とその他の糖鎖認識レクチン
との相互作用解析を行う。 

宿主免疫を制御する細菌由来のリポ多糖やその活
性中心リピド A の合成研究を行い、それらの免疫
機能を解析するとともに、その他の免疫調節糖鎖と
あわせ、抗原や抗体等との複合体を合成し、新規免
疫療法に展開可能な自己アジュバント化ワクチン
や、複合化抗体を創製する。 
 

【期待される成果と意義】 
炎症や免疫応答における糖鎖機能が解明されると

ともに、糖鎖機能を利用した免疫アジュバントの開
発、免疫アジュバントと抗原の複合体からなるがん
ワクチン、炎症性疾患の制御分子としての糖鎖生合
成阻害剤、新規ながん免疫療法等の開発が期待され
る。さらにα線核医学治療などの放射線療法と併用
することにより、炎症性腸疾患や膵臓がんなどの難
治性疾患の治療法の開発に結びつける。 
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【研究期間と研究経費】 
 令和 2 年度－6 年度 154,300 千円   

 
【ホームページ等】 

http://www.chem.sci.osaka-u.ac.jp/lab/fukase/ 
  koichi@chem.sci.osaka-u.ac.jp 

 
図 2 新規免疫療法開発の戦略 

 
図 1 糖鎖機能解明の戦略 


	基S_公表用資料_和文・20H05675【深瀬浩一】

